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【松阪の偉人たち その 2】 

前回(８月号)に引き続き、松阪ゆかりの著名な人物について紹介します。４人の偉人(左)と行ったこ

と(右)を★で結んでみよう。答えは、右下にあるよ！ 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【文化財センターの紹介 5、 ボランティア団体の発足
ほっそく

『はにわづくりの会』】 

平成１２年１月、宝塚１号墳から「立ち飾りのある船形埴輪」が発見されてから、松阪市としては、ど

のようにして市民に地元松阪の世紀の大発見を普
ふ

及
きゅう

・啓発
けいはつ

すべきか、大きな課題となりました。その

結果、市からの啓発活動とともに、市民の側からも啓発活動が必要ではないか、という意見が多くあ

り、「宝塚古墳の埴輪」のすばらしさを広める市民の団体、「はにわづくりの会」が発足しました。 

「はにわづくりの会」のみなさんは、埴輪について勉強会を開いたり、奈良県などに行って実際の大

きな古墳を見たり、博物館でいろいろな埴輪を見たりして勉強を重ねました。そこで学んだことをもと

にして、市内の幼稚園や小学校などをまわって、実際に子どもたちに、埴輪のお話をしたり埴輪づくり

をいっしょにおこなった

りして、宝塚古墳や埴輪

に親しむことを目的に、

現在にいたるまで積極

的に普及活動を行っ

ています。 

 

文化財センタ―  はにわ館＆ギャラリー催し物予定          

【はにわ館】 入館料 110円 (18歳以下無料)  開館時間は 9：00～17：00 入館は 16：30まで 

第１展示室   常設展    「宝塚古墳の謎」                     文化財センターの情報はこちら ⇒   

第２展示室  夏季企画展「草山遺跡～あるムラの記録～」   9/3(日)まで 

 

             

第１G     ニッコールクラブ松阪支部 第 28回写真展 9/1(金)～9/3(日)   10時～17時  ※最終日は 16時まで 

   

第３G     第 46回 こども絵画コンクール         9/1(金)～9/3(日)   9時～17時  

※初日は 15時から、最終日は 16時まで 

 

第１～３G   令和 5年度松阪市児童生徒科学作品展   9/9(土)・9/10(日)  10時～16時    

   

第１･２G    No Photo No Life写真展・華火展     9/14(木)～9/18 (月・祝)  9時～17時 ※最終日は 16時まで 

 

第３G      WART漫画展㏌松阪 ―ミャンマーの今を考える―   

9/16(土)～9/18 (月・祝)  9時～17時  ※最終日は 16時まで 

 

  < 9月の休館日   4日（月）   11日（月）   19日（火）   25日（月） > 
【発行】松阪市文化財センター  

【☎】0598-26-7330   
【HP】https://  www.city.matsusaka.mie.jp/site/bunkazai-center/ 

 

答え   ㋐・Ⓓ    ㋑・Ⓑ    ㋒・Ⓐ    ㋓・Ⓒ 

㋒ 

 

 No.341令和 5（2023)年 8月号 

【ギャラリー】 入場無料 

令和４年に生誕４００年を迎えた。元
げん

和
な

8(1622)年に現在の松阪市

本町に生まれた。見
み

世
せ

物
もの

商
あきない

(あらかじめ得意先から注文を聞き、後

で品物を届ける方法)や屋
や

敷
しき

売
うり

(商品を得意先に持っていって売る方

法)に対し、今日行われる店
たな

前
さき

売
うり

(店頭販売)を始めた。こうした画期的

な商売を行い、江戸・京都・大坂と松坂で呉
ご

服
ふく

店・両替店を経営し、後

の三越デパートなど三井グループの基礎
き そ

を築いた。 

弘
こう

治
じ

2(1556）年、現在の滋賀県蒲生
が も う

郡日野町の中野城主の嫡 男
ちゃくなん

(跡
あと

継
つ

ぎ)として生まれた。１３歳の時、人質として岐阜城に送られ、織

田信長に仕
つか

え認められた。南伊勢の北畠
きたばたけ

氏討伐
とうばつ

の時には、初陣
ういじん

を許

され功績をあげた。その後、松坂城を築き、城下町を整備することで、

今日の松阪市の基礎を築いた。また、武道ばかりでなく文化面にも

造詣
ぞうけい

が深く、茶道において、利
り

休
きゅう

七
しち

哲
てつ

（千
せんの

利休の特に優
すぐ

れた弟子七

人）の一人に数えられるほどであった。 

享保
きょうほう

15(1730)年、現在の松阪市本町の木
も

綿
めん

商の家に生まれた。 

医者の 傍
かたわ

ら、『古事記』(現存する日本最古の歴史書)の研究を始め、

３５年をかけて『古事記伝』という解説書４４巻
かん

を書き上げた。１２歳の

時から亡くなる７２歳まで住んでいた家は、床
とこ

の間に３６個の鈴を掛け

ていたことから、『
「

鈴屋
すずのや

』(国指定特別史跡)と呼ばれる。また、奥
おく

墓
つき

(国

指定史跡)は、山室山に自らの墓を作ると決め、遺言
ゆいごん

通り墓の碑
ひ

文
ぶん

は

自筆で、墓地の周りには山桜が植えられている。 

寛永
かんえい

16（1639）年、現在の松阪市射
いざ

和
わ

町で生まれた。本名は三井
み つ い

友翰
ともふみ

という。生まれは商家であったが、少年の頃から俳諧に関心があ

り、３１歳の時に家の仕事を辞め、松島(宮城県)に移って俳諧の道に

進んだ。一日でどれだけ多く句を詠
よ

めるかを競う「大矢数
おおやかず

」に挑戦し、

一晩に３，０００句という記録を樹立し、これ以後「三
み

千
ち

風
かぜ

」と名乗っ

た。故郷に帰った際は、射
いざ

和
わ

延
えん

命
めい

寺からの九景など、俳文を残した。 

Ⓐ

★ 

Ⓑ

★ ★ 

 

★ 

★ 

Ⓒ  

★ 

㋐ 

㋑ 

Ⓓ

★ ㋓ 

   9月 3日(日)まで 

「草山遺跡～あるムラの記録～」 

が 開催しているよ！ 
 

蒲生
がもう

 氏
うじ

郷
さと

 

三
みつ

井
い

 高利
たかとし

 

大淀
おおよど

 三
み

千
ち

風
かぜ

 

 

本居
もとおり

 宣
のり

長
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No.342 令和 5（2023）年 9月号 

「はにわづくりの会」が主催するワークショップ 『ハニワ作り体験教室』 （文化財センターにて） 


